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底基準をやめて、suru を sita に直せば、出発の事実だけははっきりする
が、前後関係がかえってこんがらがる場合もあるから注意を要する。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































従属節：タ ／ 主節：ル 発話時視点 主節時視点
従属節：ル ／ 主節：タ 主節時視点 主節時視点
従属節：ル ／ 主節：ル 発話時視点 発話時視点





























































































































































































































































































































































































































































「発話時→従属節時→主節時（三原(1992)の表記では ST ＜ SC ＜ MC）」が成
り立ち、この場合引用節のテンスは主節時基準ならタ形になるはずなので、こ
こでの ル形（「解雇される」）は発話時基準としか解釈できない、とする。






























































週間後に」「3 月 1 日に」という 2 つの異なる時点修飾成分が出現可能である
ことによって、言語表現として保証されているという点である。




















とした」時点が、2 月 18 日でも 2 月 20 日でもよいという結果を生み出してい
ると考えるべきである。例えば「隣人が思い込む」時点が 2月 25日であれば、


































































































































































































































































































































































(08)再掲 私はずっと海外にいたので、[三浦さんと吉村さんが 2005 年の秋に
結婚する]ことを、彼らの結婚の随分あとになって知らされた。
(09)再掲 [明日の試合で太郎がマウンドに立った]姿を想像してみた。































































































































(08)’ [三浦さんが吉村さんと 2005 年の秋に結婚する]ということを、彼
らの結婚の随分あとになって知らされた。
(12)’ 上山君は 1986 年の日本シリーズで長崎がホームランを打つというシ
ーン／ところを今でも思い浮かべることができる。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(33)a1 行き着いた末が（心配だ） a2 その末
b1 ？やめたきりが（心配だ） b2 ？そのきり
c1 ？迷ったあげくが(心配だ) c2 そのあげく
d1 ？到着したとたんが（心配だ） d2 そのとたん






































































































































































































































































































































































































































































































































































































寺村秀夫(1975-1978)「連体修飾のシンタクスと意味その 1 ～その 4」『日本語










日本語記述文法研究会(2007)『現代日本語文法３ 第 5部アスペクト 第 6 部
テンス 第 7部肯否』くろしお出版
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